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心
、
優
し
い
心
で
接
す
る
こ
と
を
心
情
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
の
栄

を
頂
き
ま
し
た
時
、
四
年
程
お
世
話
さ
せ
て
頂

い
た
方
か
ら
葉
書
を
頂
き
ま
し
た
。
抜
粋
し
ま

す
と
、「
こ
の
度
の
受
章
を
新
聞
記
事
で
知
り

ま
し
た
。
長
年
の
見
返
り
を
求
め
な
い
献
身
が

こ
の
よ
う
な
形
で
い
く
ら
か
で
も
報
わ
れ
た

の
で
あ
れ
ば
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
、
私
の
方
こ
そ
こ
の

言
葉
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
有
余
年
を
振

り
返
る
時
、
対
象
者
さ
ん
と
共
に
成
人
し
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
何
よ
り
も
家
族
の
大
き
な
支
え
が
な

け
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た

と
改
め
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
つ
く
づ
く
人
は

一
人
で
は
何
事
も
な
し
得
な
い
、
縁
の
あ
っ
た

全
て
の
方
々
の
お
蔭
と
存
じ
ま
す
。

　

天
理
教
保
護
司
連
盟
が
確
固
た
る
教
祖
の

御
教
え
に
基
づ
き
、
信
仰
者
と
し
て
深
く
深
く

対
象
者
に
寄
り
添
い
、
保
護
司
活
動
の
輪
を
広

げ
、
益
々
発
展
な
さ
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

巻
頭
言

　「
保
護
司
生
活
三
十
一
年
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　（
定
年
を
来
年
に
控
え
て
）」

天
理
教
保
護
司
連
盟
委
員

　
　
　
　
　

坂
口
　
登
美
子

　

平
成
四
年
五
月
保
護
司
拝
命
以
来
三
十
一
年

間
、
平
成
十
五
年
天
理
教
保
護
司
連
盟
委
員

に
任
命
、
平
成
二
十
年
委
員
会
会
計
、
平
成

二
十
二
年
よ
り
本
会
計
を
託
さ
れ
、
長
き
に
わ

た
り
皆
様
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
頂
き
つ
と
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
五
年
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
教
誨

師
・
篤
志
面
接
委
員
・
保
護
司
・
民
生
児
童
委

員
連
盟
合
同
地
方
大
会
は
平
成
二
十
四
年
東
京

大
会
で
幕
を
閉
じ
、
こ
の
間
主
人
と
ほ
と
ん
ど

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
保
護
司
連
盟
独
自
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

は
、
大
分
に
て
始
ま
り
、
昨
年
の
熊
本
で
の
九

州
大
会
で
十
回
を
数
え
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
平
成
十
八
年
の
天
理
教
保
護
司
連

盟
創
立
五
十
周
年
、
平
成
二
十
八
年
の
六
十
周

年
記
念
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
り
し
日
の
先
輩
先
生
方
の
お
名
前
を
名
簿

で
改
め
て
拝
見
し
、
な
ん
と
多
く
の
方
々
に

ご
指
導
頂
い
た
こ
と
か
と
懐
か
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
拝
命
さ
れ
た
時
、
お
た
す
け
が
不
得

意
な
私
に
神
様
が
与
え
て
下
さ
っ
た
と
深
く
感

じ
、
ど
の
方
に
も
と
も
か
く
低
い
心
、
温
か
い

《今号のニュース》
○巻頭言

○第１６回社会福祉大会開催

○令和 5 年度

　天理教保護司連盟総会開催

○会計監査

○インフォメーション

○表彰
～ＭＩＣＨＩＢＩＫＩ～
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日　

時　

令
和
5
年
4
月
25
日
（
火
）

会　

場　

南
右
第
二
棟
４
階
陽
気
ホ
ー
ル

　

4
月
25
日
陽
気
ホ
ー
ル
で
第
16
回
「
社
会
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
は
個
人
に
委
ね
ら

れ
、
社
会
福
祉
課
の
関
係
役
職
者
３
３
１
名
が
参
集
し
た
。

　

式
典
で
は
、
松
村
登
美
和
・
布
教
部
長
の
挨
拶
に
立
ち
、
教
祖
１
４
０

年
祭
に
向
け
て
教
祖
の
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
ひ
な
が
た
を
通
ら
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
の
重
要
性
を
話
さ
れ
た
。

　

続
く
特
別
講
演
で
は
、
脚
本
家
の
久
松
真
一
氏
が
「
想
像
と
創
造
、
そ

し
て
感
動
」
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
生
き
て
、
ふ
た
た
び　

保
護

司
・
深
谷
善
輔
』
の
自
身
が
脚

本
を
担
当
し
た
際
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
さ
れ
、
更
に

「
こ
の
世
の
中
で
、
罪
を
犯
し
た

人
の
居
場
所
と
な
る
保
護
司
の

役
割
は
と
て
も
重
要
で
天
の
理

に
か
な
っ
て
い
る
と
思
う
」
と

話
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
各
連
盟
・
委
員

会
ご
と
に
分
か
れ
て
、
総
会
や

分
科
会
が
実
施
さ
れ
た
。

令
和
５
年
度

　

天
理
教
保
護
司
連
盟
総
会
開
催

期　

日　

令
和
５
年
4
月
25
日
（
火
）

会　

場　

南
右
第
二
棟
3
階

参
加
者　

26
名

　

４
月
25
日
午
後
１
時
よ
り
、
お
や
さ
と
や
か
た
南
右
第
二
棟
3
階
で
天

理
教
保
護
司
連
盟
総
会
を
開
催
し
た
。
三
殿
遙
拝
後
、
伊
藤
逸
雄
・
副
委

員
長
の
開
会
の
辞
、北
嶋
眞
二
郎
・
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、議
題
に
入
っ
た
。

　

令
和
４
年
度
の
会
務
報
告
、
会
計
決
算
な
ら
び
に
監
査
報
告
の
審
議
が

ま
ず
行
わ
れ
、
令
和
５
年
度
の
活
動
計
画
に
続
き
、
会
計
予
算
案
が
発
表

さ
れ
、
滞
り
な
く
全
て
の
議
題
は
了
承
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
村
田
幸
喜
・
社
会
福
祉
課
長
よ
り
挨
拶
を
頂
戴
し
た
後
、
阪

倉
喜
一
郎
・
副
委
員
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ

て
今
年
度
の
総
会
は
終
了
し
た
。

　

休
憩
後
は
、
森
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締

役
・
森
吉
三
郎
氏
が
「
協
力
雇
用
主
の
経
過

と
現
状
、
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
、
長
年
協
力
雇
用
主
と
し
て
経
験
さ
れ

た
こ
と
や
苦
労
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
聞
か
せ

て
頂
く
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

※
講
演
録
は
「
導
」
別
冊
と
し
て
今
回
の
配

　

布
物
に
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

第
16
回
社
会
福
祉
大
会
開
催

脚本家 久松真一氏　特別講演の様子（於：陽気ホール）
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令和４年度決算及び５年度予算

監査報告
令和５年４月２５日監査したところ、帳簿の記載並びに証拠書類等は

適正且つ正確に処理されておりました

年会費納入について
天理教保護司連盟では、会員の皆様に、年会費納入をお願いしております。何卒、ご協力の程、

よろしくお願い致します。

○年会費 1 人　1,000 円

下記の教区は教区で一括払い

奈良、京都、三重、兵庫、静岡、愛知、岐阜、徳島、高知、愛媛、香川、東京、千葉、埼玉、

福井、石川、岡山、山口、長崎、鹿児島、北海道 空知支部・札幌中南支部・網走支部、岩手



導　～ M I C H I B I K I ～　第 28 号

－ 4－

あ 

と 

が 

き

連
盟
の
事
務
局
を
担

当
し
て
2
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ

て
い
た
活
動
や
行
事
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ

て
き
て
お
り
、
天
理
教
保
護
司
連
盟
と
し

て
の
活
動
も
今
後
は
活
発
に
な
っ
て
い
く

と
思
わ
れ
る
の
で
、
私
自
身
も
出
来
る
事

を
増
や
せ
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
参
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋

表
　
彰

第
11
回
よ
う
ぼ
く
保
護
司
研
修
会

   

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催
案
内

日　

時　

令
和
５
年
11
月
28
日
（
火
）
13
時
開
会          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

29
日
（
水
）
12
時
解
散

会　

場　

集
合
・
研
修
会
場 

北
海
道
教
務
支
庁

　
　
　
　

情
報
交
換
会
・
宿
泊
場
所  

羽
幌
分
教
会

【
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

第
一
日
目　

11
月
28
日

記
念
撮
影
、
開
会
式

研
修
Ⅰ

（
講
義
①
）「
更
生
保
護
の
現
状
と
課
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
保
護
観
察
所
長

（
講
義
②
）「
自
立
準
備
ホ
ー
ム
制
度
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
の
現
状
」

　
　
　
　

   
札
幌
保
護
観
察
所 

企
画
調
整
課
長

研
修
Ⅱ　

 
実
践
報
告
①
天
理
教
男
能
富
分
教
会

研
修
Ⅲ　

 

記
念
講
演　

脚
本
家
・
久
松
真
一
氏

情
報
交
換
会

 

第
二
日
目　

11
月
29
日

研
修
Ⅳ

（
講
義
③
）「
天
理
教
の
社
会
福
祉
活
動
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
た
す
け
」

　
　
　
　
　
　

 

天
理
教
布
教
部
社
会
福
祉
課
長

お
や
さ
と
研
修
会 

開
催
案
内

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

日　

時　

令
和
５
年
8
月
25
日
（
金
）

会　

場　

社
会
福
祉
課
研
修
室

【
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時　
　
　

受
付

13
時
20
分　

開
会
の
辞
、
委
員
長
挨
拶
、

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課
長
挨
拶

14
時　
　
　
「
心
を
操
る
危
険
な
組
織
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
を
守
る
た
め
に
」

　
　
　
　
　

講
演　

白
熊　

繁
一
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　

中
千
住
分
教
会
前
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
保
護
観
察
所
保
護
司

15
時
30
分　

質
疑
応
答

16
時
15
分　

閉
会
の
辞
、
終
了
後
移
動

17
時　
　
　

意
見
交
換
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　

会　

場　

櫻
井
詰
所

　
　
　
　
　

参
加
費　

１
０
０
０
円

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
封
の
「
お
や

さ
と
研
修
会 

ご
案
内
」
に
記
載
の
方
法
で

お
申
込
下
さ
い
。

立
教
百
八
十
六
年
上
半
期
に
叙
勲
さ
れ
た
方

○
藍
綬
褒
章　

　

都
築
隆
道　
（
愛
知
教
区
・
本
愛
大
・
明
愛
分
）

　　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

研
修
Ⅴ　

実
践
報
告
②　

 

天
理
教
釧
正
分
教
会

研
修
Ⅵ　

天
理
教
保
護
司
連
盟
の

　
　
　
　
　

活
動
に
つ
い
て
の
説
明

閉
会
式

９
月
よ
り
申
込
を
開
始
し
ま
す
。
北
海
道
に

お
住
い
の
会
員
に
改
め
て
案
内
を
発
送
い
た

し
ま
す
。


